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第

回
104

つ
ぶ
沼
を
越
え
て
国
道
３
９
７
号
を
さ
ら

に
西
に
進
む
と
、
光
沢
の
あ
る
ユ
キ
ツ
バ
キ

の
葉
が
林
床
を
覆
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。

ユ
キ
ツ
バ
キ
は
、
数
メ
ー
ト
ル
の
雪
が
積

も
る
日
本
海
側
の
多
雪
地
帯
に
分
布
す
る
ツ

バ
キ
の
一
種
で
あ
る
。
胆
沢
川
上
流
域
と
奥

州
湖
南
岸
に
そ
そ
り
立
つ
猿
岩
は
、
自
生
地

の
東
限
に
当
た
る
。
ブ
ナ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
林
下

に
お
い
て
、
ユ
キ
ツ
バ
キ
が
原
生
状
態
で
保

存
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
場
所
と
し
て
、
県
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

ユ
キ
ツ
バ
キ
の
分
類
に
は
諸
説
あ
る
が
、

現
在
は
遺
伝
子
の
解
析
な
ど
に
よ
り
、
独
立

し
た
一
つ
の
種
と
す
る
説
に
傾
き
つ
つ
あ
る
。

分
類
学
上
の
正
式
名
称
で
あ
る
学
名
「
カ
メ

リ
ア
・
ル
ス
テ
ィ
カ
ナ
・
ホ
ン
ダ
」
は
、
昭

和

年
に
猿
岩
で
採
取
さ
れ
た
標
本
を
基
に

22
報
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
初
は
サ
ル
イ

ワ
ツ
バ
キ
と
も
呼
ば
れ
た
。

雪
が
解
け
る
５
月
中
旬
に
は
、
赤
く
、
か

れ
ん
な
花
が
ひ
っ
そ
り
と
深
山
に
春
の
訪
れ

を
告
げ
る
。

胆
沢
川
流
域
ユ
キ
ツ
バ
キ
群
落

繋低地に生育するヤブ

ツバキとは異なり、根

元から小枝が伸びて低

木状になる

罫花びらは平らに開く。

雄しべは黄色で、根元

部分がヤブツバキのよ

うに筒状にならずバラ

バラである

茎猿岩中腹に奥宮があ

る於呂閇志神社から授
お ろ へ し

与されたユキツバキの

枝と神符。田植え後の

水口に立てる信仰が今
みなぐち

も残る
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